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9)その他

兵庫県南部地震動物救援活動に対する支援について

囀浜市獣医細会

兵匝果南部地哀9ま災害時に於いて、動物と災者の関係のみならず、人と動物の関係に多くの問題を提起し

芦その中で特学すべきは「被災しへ収容された動物を~—頭たりとも行政処分を行わず、救済する。 とい

う教援本如~澤念である c 今同は我々横浜市獣医師会が、 19災した勤物達のために秩医師を派造した経験か

ら、咲災時に獣医師が被災動物の救援活動にたずさわるにあたり、 1可を考空し、どう行動したかを●略に迩

べてみたいe

l 惜報の収集

哀災発生直後は数々の情報が飛び交い、混乱していたc 正確な状況を把握する為に、勘約救援本部より

の支投依頼があり、 2月初めに、担当者が神戸に直接赴ぎそ0後の支援策0検討に入ったc 惟報収集は

3月末までは神戸動物救護センター、東京本部、兵庫県動物ポラノティア募集窓口（東京）、神戸市、動

物救援本祁、地）o獣医師会等から打った。混乱が大分収まった 1月以後は神戸勁物救護セソター、東京本

部｀勅物救榜本部、兵匝巣より惜報を寄せていただいている。

rr・ 獣医師および人員の派連

現地からの悟報の分析と、当会から支援に送る卓のできる条件より

A 送られる人材の条件

R 小助物の診療9こ精通し、多欲の小動物の収容管理の経験を有する。

② 診味のアシスタントとしての能力が高い。

③ 一般ずランティアリーダーとなれるような指導力を供えているc

R 劣悪な現境下でも体力的に問題がない。

R 個人としてある程度の団体行動に適応する能力があるc

B・ 送1)山す獣医師会側の条件

① 診療所で、一人で診療に当たっている開巣の先生は派遺が難しいので、複数人の動務獣医師を抱え

る動物病院の勧務医の先生が望ましい。

② 人員の派遣を間断なく派直するために、各獣医師間あるいは動物病院間の調整を行う。

R 予測しえない、人材に対する車故等に対しての対応準備。

等か考慮された。そして我々'"グループ 3)、9日間を基本単位に、先のグループと次のグループのE程

が2日ずつ垂なるように獣医帥を派遣し、動物救護センターの人員計画の最低数の確保に協力した。 2E 

の重複は業務の●し送りを円滑、確実1こするために行った。
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皿，救援資金の調連

横浜市獣医師会は一地方会にすぎず、従って今回のような大災者に対して0救援予箆などあろう1まずか

ない。従って、早急かつ確実に資金調述を行うにあたり

① とりあえず救急のための人目派追堂や物資調遠の為の資金をどうするかc

R 長期的に救援を続ける為の資金調途をどうするか。

の 2点を考慮した。

①については、獣医師会内での装授金、横浜7ォーラム '95での券金活勁、欺医師会通営費の中から広

報費学術貧等の予宴を削り、また 部予備蛍を取り（ずしてこれに充て、約100万円を調逹し、すみや

かに執打したc この貨金9之哀災発生後約 lヵ月半で底をついたc

②については、各種の積極的な募金活動、狂犬病予防宰業●における会員の好営によるCOOh円の内部

保留等により、現在も地逍に続けられている。

更に当会ではTシャツ、 トレーナー等の販売により、間接的ではあるが砧抽」救品センターヘの臣金協力

を行っている。世界学会やシンポジウムなどの機会をとらえ、販売総数は約1,000点にかまったn

N.共観

横浜市獣医師会は動物救援東点本部の構成貝として当然の貢務を果たしてきたが、全員の協力の原点は

先に述ぺた動物救賤センターの理念にあると言える。

都市型獣区師会の抱える問題の中に、都市における動物との共生、楼み分け、菅理へ殺処分という万い

に密接にリンクした閑題がある。行政の論理は筈理、処分の上に成り立ち、整を削提とした長期収容、飼

い主探しを模索することは鴻造的に不可能である。このような状況の下で「全ての99災動物の生を保証」

しようとしている今囲0活勲は広（全世界の注目を集めている。

今回の動物救授活勤を可能にしている原動力は、一亜に動物逹との共生を願う人々の計り知れない協力

であり、当会は同じ問頴を共に観つめ続ける存在として支援活動を行っているc

＼支援活動の具体的内容（平成 7年10月5日現在）

①獣医師の派遣 2月15日～ 3月28日 延20名

R 勘初杖裟センター用（動物用）勢令活動 2,211,073円

R 被災獣医師用カンバ（開業音I会として）

（猷医師会として）

④ 助柑板｛云センクーダッズ販売

⑤ 救援物資送付

R 動物援助金

l.ooo.000円

即0,000円

l,600.000円

ペットシーツ

ディスポーザプルシ，)ンジ

簡易紐み立てペッド

eoo.ooo円
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北淡町の10頭の犬と猫

ヒトと動物の関係学会事務高長井本史夫

平成1年 l月17日から半年か過ぎましにその日の後、しばらくしてからいままで1こ、多くの被災された

方に会うことができました。その方達は非常に淡々と、こ自分の身の回りで起きた経験のみをお話になり、

せいぜいつけ加えられたとしても、 「弱いものにしわ寄せが行く」ことを指摘されるぐらいのものでしたc

この調疸は、兵庫呉沖名郡北淡町宮烏地区の仮設住宅にお住まいの方から、 5月2日から 5月29日の間に、

同答して頂いたものですn アンケートの配布と回収にお骨j砂していただいたのは、北淡町ポランティア事

務局で被災された般の方のために中心となって活動されていた培田浩宇さんです。

この調査は、人と共に再らしていた犬や猫そしてその他の家庭勁物が、震災を中心としてどのような動き

をしたのかを、知る目的で行おうとしたのですが 回答を下さ 9 た方の犬や猫は、地笙からアンケートに也l

答していただいたその後の数力月を、全員無単に過ごしたようです。

そのことを知れば、アンケートの目的は逹したと菩えるのですが、増用さんから回収された涸査用紙をお

送りいただいたとき、地震被災4カ月後の現実を、あらためて目の前に突きつけられたのですc

被災し復興に向けて動き出している中で、こういった翌剃1こ答えるということが、どんなに大変かという

ごとを知らされたのです。

本来であれば、詢奄数が少数のため、祓査にならないということで報倖されることなくどこかに眠ってし

まうかもしれませんu しかしへ大盆災被災 4カ月前後の仮設任宅居任者の大変さが、団収数8という数字を

表しているのならば、その状況の方迷からのメッセーノとして、共に詢査結果に目を通していただくことが

必要だと苫え、莉告いたします，

））地震前の動物の飼育状況

調査に登埠した動物は、 8頭の犬と 2頭の編でれ複数で飼育されていたのは 2頭の犬と）頭の猫計3

頭の一組だけで、他は犬だけ (0頭）か猫だけ（）頭）の飼育でした。

飼育されていた犬と猫を紹介します。

散歩以外は家の中にいる L淑 9カ月の柴犬

散歩以外は家の中にいる 6歳の柴犬

骰歩以外は家の中にいる 5俄のマル千ーズ

外でつながれている 4歳の犬

外でつながれている］淑の柴犬

外で自由に過ごしている10歳の犬

出人り的llな20歳の猫

そして、一緒1こ飼われている 3頭は、

外につながれている 6歳の柴犬

散歩以外は家の中にいる 4歳のシーズー
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出入り自由な猫

2）地震前後の動物の状況

地震前に飼官動物に何か変わったことがあったかという問いに、散歩以外は家の中で飼っている柴犬2

頭 (6歳と 1歳 9カ月）が、 2、3日前から変な嗚き声をしたり、よく吠えたと答えられた方 (2名）が

いました。それ以外の犬猫には、様子に変化がなか・ったということです。

仮設住宅に入居するほどの被害を受けられた家の動物でも、この10頭については、地震時 9こば 9~t がもせ

ず無車で、以後も病気にならなかったとのことです。

動物のその後は、一緒にいる (1歳 7カ月の柴犬、 4歳の犬）、勤物病院で預かってもらっている (6

歳の柴犬）、回答なし 1.1 おそらくー諸1こいる）ということで前歩に汁げこまま描ってこない10歳の犬

が 1頭いま Lたか、この犬は、もともと外で自由に過ごしていた犬ですからいヽゥしかし、どうなったか気

になるところです。

3)アンケ＿卜にお答えいただいた方の動物の対する気持ち

アンケートにお答えいただいた方に全員、衷災待、家庭動物を飼育していましたc

どんなアンケートでも、どのような人が答えたかによって、結果が左右されま丸答えた方の動物に対

する気持ちの背兼を知る目的で、アンケートの中に、動物の対する気持らを知るための項目をつけ加えま

した。

動物が全般的に好きであるという方が4名、好きな動物も鎌いな勤物もいるという方が4名で、ほとん

どの方が犬（ 9)、硝（ 4)、小烏（ SJを好きな動物にあげていましたc 動物を鎌いだといわれる方か

らの回答はありませんでした。

お答えいただいた方の年齢は、 20歳代 l名、 30歳代1名、'）0オ代3名、 50漑代2名、 6D歳代 1名で、男

性 2名、女性 5名、不明（記入漏れ） l名でした。

是後に、この場を性りて、アンケートにお答えいただいたお名前も知らない 8名の方と、ポランティア活

動の最中、このために時間を割いて下さった培田浩宇さぶこ、あらためてお礼申し上げますし
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被災地の動物と私たち

刹神戸市獣医師会

アルファ獣医科病院森内利郎

は じめに

］月"口の朝、私は病院のある建物に居た。

負貸マンションの l階が病院と住居に分かれている。既に私は 5時には目賞め、ぽんやりと "HKニュー

ス」を眺めていた。

1月となく予感めいたものはあった。家の犬も落ち者きが無かった。 （後に、た（さんの●者さん遠から、

直前の動物たちの様々な・異常行勤 Iの話を聞くこと 9こなる。）

しかし、やは1)5時46分の街撃は囲突だった，地輯きとともに断統的な突き上げが襲ってくる。その度に

私の腰が浮き、ビルが確実に北へ傾いていく 0が分かる。テレピが眼前に飛んで来る。一瞬のうちに部屋は

其っ暗になったc

幸い私にはかすり偽ひとつ無かったが、恐る恐る見た外は悪夢の様だった。裸足で歩きまわる人々。 1階

の無い木造家屋c あたりはかすかにガスの臭いがした。

病院に入ろうにもドアが開かない哀っ暗な中で輪液ポンプのランプだけが点滅している。どうやら傾い

た犬舎の中0動物たちは無亨のようだったc

助けを求める人遮0声がする」近隣の若者たちと共に、私もその家に人って行った。

明る（なってから作業が一段落する。その頃から次々と勁物たちが運ぴ込まれてきたc 骨折したもの、裂

傷を負ったもの、打撲似で勤けない大。まぎれもなく、動物たちもまた被災者だったのだ。

こうして震災後の私の生活が始まる。生き残った喜びと不安の中で、 「また今日も獣医であらねばならな

い0 ．と思ったc

しかし、何もない。さてとうするか。

そんな大きな戸惑いの中で、人間として獣医として私が出来たこと、出来なかったことのありのままを報

告したい。

I)何もないところから

それでも治療しなければならない動物たちはいる。病院は開けなければならない。鍵がこわれ、 ドアはゆ

がんでいたので、枠ごと外し、病院内はアンプル等で足の踏み塀も無いので外に置き、処置台とした3 骨折

に際してはレントゲンは使えない。霞気も無い上に、後で分かった亭だが壊れていた。水が無い。外傷に対

してはまず洗浄せねばならないから 1％ヒピチン液の作りおきが役立った。縫合糸及び針1ま散逸していて、

当時探しようがなかったので引出しの針つきのディスポの糸を使用。手術器呉等は前もって殺菌していた不

妊手術用のものが使えた。
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震災当日思い出したことがある。 10数年前、共済で勁務していた頃のことだ，牛の出産に19ち会った時、

産道裂傷を見つけに出血は激しいし診療所へも戻れない。手持ちの針と糸で、野外で、縫合した。そうし

なければ死んでいたことだろう，この日、私は獣医療の原点に帰ったような気かした。

入院中のカリシウイルス感染症の猫 2頭は亘症だった。少なくとも保温と輸液を必要とした。宙動のポ 9

プとヒーターは使えないので、使い捨てカイロで暖め、点滴は従来通りの方法で1丁った。 （翌日 18日午後か

ら、実家大阪堺市までそうして搬送した。）

2)物資四違及び入院動物の搬送

当時私は多少の現金を除き、あらゆる物の持ち合わせがなかったい水、食穫、ボリタンク、カセ 9 トコ

ンロ用のポ 9べ、灯油、石油ストープ（倅誼の際、ファンヒーターは何の役にも立たない！）等々。防災ヘ

0窟識は徽凄もなかった。

翌日、同じ身の上の友人と入院の猫たち、それに愛犬を伴って実家まで車で脱出しようと決心しな無人

の病院を放置することと、おそらく病院を訪ねて火るだろう患者さん遥のことを思うと心が痛んだが、私に

とってはギリギ，)の選択だった。

「出来るだけ早（戻って来よう。」と思ったn

灯油やス tープ、カセットポンペはすぐ手に入っ如しかしポリタンクが不足していた。店頭の2OL用は

ぁっという間に消えていた。

近所の酒屋でいくつか譲り受け、必浬敬を予約し入手に至ったのが l月23日の夕方 6時だった心

実家へのl0数時間の間にやっとセルラー奄話が通した。両9月はもとより友人に連絡が出来た時、日付けは

既にl9日になっていたのだが、病院の雷話が復帰した0は、実に26日0夕刻だった。私がラッキーだったの

は、そ0間に全国の友人逹と連絡し合えた車だc 攣材の発送、メンテの依頓を友人の獣医師：こ託す事がl餌

の深夜から可能だったc 彼らは快（それを引き受けてくれた」

ある友人などは、東京からトラグクをチャーターし、様々の物資を積み、 i組の早朝、出発する手はずを

熙えていた。

3)病院の復1日

1月23日、東京の先輩が実家に蓉いた。神戸1こ共に行くといっ。有り難い援軍に感謝して、 24日、私は神

戸に戻った。午後 2時に元気になった猫たちと共に戻った我々は、姑院の片付けを少ししたn しかし容易1こ

復1日できるものではなかった。

先輩の助言もあり、私は一つの方虐l•を決めた．人手を確保することだ。薬剤が散乱し、椴材が転1到した病

院を私たちだけで復18することは不可能である n 少なくとも 9日や 2日では無理だった．避難所へへ大阪か

ら逗んだペットフードを届ける際に、病院復旧の為のアルバイトを芽巣した。たまたま届た患者さんの家族

の大学生が名乗り出た。遠慮なく私は彼に仕率を頼んだ。病院の跡片付けと力仕耳 25日に出●してきたA

• H• rと彼とのコンピネーソョンは素晴らしかったn
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96日に北区へ行き、ペットフードを運んできた私は、数ヶ所の追甦祈ヘパイタでそれを届ける車をその彼

に頗んだ。病院に居なければならず、またパイタの無い私には本当に有り難いことだった。 26日には京都第

ー科学が スボ 9 トケム．の検査に訪れ、即日、代替授の提供を中し入れてくれに翌日には機械が届いたコ

レントゲンの発注は友人の歌医を通じて済ませていたが、実に28日夜にはポータプル型を届けてくれている。

全ての関係者は、驚くばかりの誠意と勁勉さで私の気持ちに応えてくれた。いや「私の為9こ．というのは不

正確だ~ろう。勤物医療の為に、また彼らの仕単に対する誇りの為 9こ n

4)救い出される動物たち

人間の救助、並びに遺体の収容が落ち菩いてくるほどに、今度は飼われていた動物たちの救助が目立って

きた。 2月2H、l1日目に禍が消防9苧レスキュー隊により、またl9口目、大阪府警機勤隊の手で、ゴールデ

ンレトリバーが民家より救出されたu また、 2月lOR、95日目には柴犬が｀ 3l日目、 2月l6日には猫が同様

9こ椒々の人々により救出されている。それらは全て、地遅的に近いという理由から私の病院に収容されたc

大 2頭は、いづれも今に至るまで元気だが、残念ながら 2頭の猫911週間から 2週間の入院後、共に息を

引き取っていら餌も水も、数週問にわたり「99こしていなかった猫たらは、どのような治療を望んでいたの

だろうか。私には今もってそれがわからない。

ともあれ、私の知る限り、こ0)東溺区で救出された動物たちは、今までのどの時代のそれ以上に、生命の

大切さを教えてくれる。

椛の狭い遥を、東西消防月の大型恥がサイレンを嗚らしながら走って来る。前後して自衛官と警官が走る。

車の軍大さを感じて近所の人が私9こ界ねる。 「誰かを助けに米たのですかc 」私が r猫です。 j と答えた時、

・一緒に助かった命やから。元気やったらええね。」そ0)女性か言ったc その言菓1太蛍（、また侵しかった。

5)人と動物、復典への希望

私は、震災の日のある光果を想い出す。その朝、いつも通りに朝10涛頃シーズー犬を散歩させている老女。

足の悪い彼女は私0前を送りながら、 「何があっても敬歩してやらんとね。」と言った。彼女の家と店は全

壊していた。哭常車態の中で、日常1生を失うまいとするそ0姿に私は驚（。動物と私たちとの絆の屎さを、

今更ながら改めて知る一方で、我々獣医師の19在意義もそこにあるような気がしてならないc まさしく我々

も、この街の復邸0••ヽ翼を担う者なのだ，

まとめ

今匝のような災害に際して、獣医師として最も室要な専は、とりあえず病院を開けている事であろう。 （勿

誰、その前に家族や隣人の救山や安全確保に全力を尽くさなければならないことは苫うまでもないが,)

開院していて佃が出米るというのではない。おそら（大したことは由来ないだろうっしかしそれでも良い

と思う。一軒の商店が再開し我々はどんなに心強かったことか。我々も業種の違いこそあれ、人々の眼（こ
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とに動物を飼う人々）には同様1こ写る。それはまた、本人にとっても精神衛生上好ましい。おそらく人開は

（生意気なことを言わせて頂ければ）、そんな時こそ自分の存在窓器を見つけたくなるものなのだ。

言い換えれば、極限にがて、人の性は菩であるのかも知れない我々3J友人、見ず知らずの人々、ポラン

和アの若者、マスコミの人々、警官、自衛官等凡本質的には皆、そうであると信しる車からしか推もが

山発出来ないと思う。

ともあれ、どうやら我々獣医師にも存在意妾がありそうである，

今回の庭災はそれを教えてくれた。
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平成 7年度l0月神戸市獣医師会学術研修会
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一兵庫県南部地震一

日時：平成 7年lO月[48 （土）
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n 078(341)2271 
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I 動物救護センターの役割

兵庫県南部地震動物救援本部 市田 成勝

去る 1月 17 8未明、兵庫県南部地域を襄った地震99未曾有の大災書を引き起こした．

この地震は多くの人命を奪い、人々の生活を変え、そして人と共に暮らしていた動物たち

にも大きな被害を与えた．動物たち 19．地震による直接的な被害に留まらず、罹災した飼

い主の動向に左右され．より大きな被害を被ったともいえる．被吾を受けた動物の実数は

不明ながら. 1万を越える動物たちが被害にあったと推定される．この様な状況にあって

、兵庫県ならびに神戸市獣医師会は、会員各位の大きな被害にも拘らず・あくまでも動物

唱祉の立場から、兵庫県、神戸市および動物愛護の諸団体と連携し．様々な動物救護の活

動をした．本セッションにおいて神戸ならびに三旧動物救護センターの設立の経緯と活

動状況を要告し、災喜時の動物救護のあり方を考える．

11兵庫県南部地震動物救援本部の設置

震災直後の 1月 21日、 （社）兵庫県獣医師会． （社）神戸市獣医師会および（社）日

本動物福祉協会・阪神支部の 3団体が被災動物を救済するために99置した．ポランティア

の協力を潟て以下の救済事業を行いつつ、次なる災害の指針となることを願い、活動を読

けている．活動の初期は、 1)物資が不足する被災地．避雖所への餌の供給 2)放浪助

物の保護、収容および保護動物の情報提供 3)負傷動物の治療行為などを行い、現時点

の主要な事業として、 1)I月育困難な動物の一時預かり 2)所有罹放票動物の里親慢し

3)動物に関する相談などを行っている．

2 1臨時救護七ンタ＿および仮設救穫ヒン 9ーの設置

一時保管ならびに収容した負傷動物および放浪勤物の保管を行うため、現在二つの救護

センターが設置され曹動物救護活動の主体となっている. g月 158現在犬 727頭、猫

2 7 5頭であり曹総数 10, I頭に上っている．健康な動物の多くは新たな飼い主のもと

で生活し、その実態調査が進められつつある．里親成立数は、犬 50 4頭・猫 19 6頭、

飼い主返還数は、犬 14 5頭、猫 31頭 その他犬 9頭．死亡数犬 19頭、猫 15頭、逃

走犬 2頭 合計 921頭にもおよぷ． 9月 15日現在 犬 48頭．猫 33頭合計 8 9頭の

収容頭数となっている．また避妊手術 犬 72頭、描 41頭、去剪手術犬 113. 描 29 

頭合9t2 5 5頭であった．
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重蜘求女酉皇七ンター ・緬
ロつも造充写と合重力

井本昌司

本年 1月178,兵庫県南部地域を襲った大池震は多くの人命を奪い，人々の生活を大きく変貌させた。

飼育動物も例外ではなく，地域による直接的な被吝とともに，披災した飼い主の動向に左右され，より大

きな被害を被ったともいえる，

こうした状況の中，震災の数日後には，披災された獣医師を含む多くの会員獣医99から披災動物の救護

活動に関する多くの提言が兵痘県および神戸市獣医99会に寄せられた。同猷医師会では，兵震県およぴ神

戸市と連携・協力し，関連省庁はもとより，日本獣医師会，大阪市獣医師会．横浜市獣医師会ならびに多

くの関係団体等の支援を受けで，崖災4日後の 1月21日に「兵庫県南部地煤動物救援本部」を設置した。

この動物教授本部の主たる機関として， 1月26日には神戸動物救穎センターを， さらに 2月16日には

三田動9妨救護センターがそれぞれ澗股され、多くの獣医師ボランティアおよび一般市民ボランティアの協

力を得て，彼災動物の救援活動を実施した。両動物救護センターには収容能力をはるかに超えた予想以上

に多くの大および猫が搬入された。

搬入された動物に対して，身体状態の評価，ワクチンの接種および各種疾病の治僚を行い，また日常的

には，猷医師と一般ドランティアが密接に連携し，痴日の規9り的な散歩など，人との接紐を配慮し，おぴ

えの強い勁物にはケージの追薮を試みるなど，劣悪な股憐のなかで隈菩の飼梵菩理が施された→

本シンポジウムでは，こうした，，去例をみない人と動物の関わりを秤細に報告することにより．動物が

人に何を求めているかを考えてみたい。

5月中旬までに両七ンターに収容された動物li延ぺ千数百頭に及んだが．それら収容動物の多くは受け

入れ時からすでに何らかの身体の異常を示していた。すなわち言地震による直接的な被害とともに，鉤育

環境の急i●な変化を受出動物たちは明らかに疲弊（妓9L弱ること）していた。

1.動物の（系謹状況

媒災から 5月16日までの両センターの保護頭数は．犬679頭．韮353頭であり．その数は少ないものの．

タヌキ．アと 9レ．モルモ・9卜なども保誰されたa これらの保護動物のうち，大l土襄災後 1カ月間で250頭

以上を収容し．その後徐々に減少した（図 l左）。一方． 19は震災後 Lヵ月佃で約50頭の保護頭数であっ

たが．そのi妾の iヵ月間では約200頭と著しく 99，1りした 1図｝右）。霙災後 1ヵ月を経て猫の保謹収容依

頼が増加した理由として．地溢直i立は位lい主が自分たちのことで梢一杯であったこと．地震の恐l9から迭

走していた描が飼い王のもとにしばらくしてから1倍窯したことなどのほか．猫の持つ特有の行動様式． f：

とえば，犬と lt牧してB常的な行動範囲が広いため．飼い王自身が逃走した）惜を保護できなかったことな

どがあげられる。

収吝された大の多くは．比較的短い保i9期間であった 1悩2左）。すなわち．一時的な保護依頼が比較

9り多かったことと．凝災1全早い時期から多くの人々が積他的に里親を引き受けてくれた詰果と考えられる。

しかし．凝災，， 4カ月 1U1を99込してもなお100武以上の大が両動物救9●七ンターの1呆援下にあった，収容
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llll 2 収容された犬および鳩の保II間間

された猫も犬と同様に，速やかに引き取られたものと長期にわたって保護飼売されたものとに分かれた

（図 2右）。保護された犬および猫の年齢は各年齢層に分布し．収容された犬および猫の性別は去勢あるい

は避妊群を加えるとほぽ半々であった。また，避妊あるいは去勢手術が結されていた動物はともに 20%

以下であり，干想外に低辛であった。

2.何らかの異常がみられた犬および描の割合

神戸および三田動物教渡七ンターで保護収容されていた犬の約半数は何らかの身休異常を示した（図3・

A)。これら異常を示した動物の多くは収容された時点ですでに認められたか．あるいは収容時には明ら

かな異常は認められなかったものの．潜在的に異常を保持し．収容数日後に発現したものと考えられた
りヘヽ ・

（図 3B)。つまり．胃頭に述ぺたように直接あるいは111l接的に地震による影愕を受け．動物は疲弊しきっ

た状態であったことが推察される。初期に身体の異常を示した猫の割合はさらに高く 60％以上であった
•ヽ ・

（図 4A)。しかしながら．このように疲9れしきっていた動物たちも軟穫七ンターでのi位底した治f11.と．ポ

ランティアによる献身的な飼養管理によって，目に見えて同復した（図3Bおよび図4B)。
綽＊と

症状別にみたとき．犬では下刑． 嘔吐．血便などの消化i”系の症状を示したものが26i頭と最も多く．

次いで咳 くしゃみ．鼻水などの叶吸牡系の症状が157頭に認められた（図 5)。地震による外1篇や骨折

などは40頭と比較的少なく ．疾患の大部分は内科的なものでありこの傾向は描（図 6) よりも犬にお
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図6 何らかの異常を紐めた収容猫の疾患部位9I)頭改

いて顕著であった。

人は自然の変化に対して采ヽ合の災難を披ったが自然環境のなかで人とともに暮らしてきた動物は．

自然環境の変化よりも人との絆の変化に大きく戸惑った。飼茫される自然環境として會初期の動物救護七

ンターは最悪だったかもしれない。しかし．そうした施設で．彼らは人と接することにより．健療を取り

戻した。これこそ．動物たちが自らの健康を害してまでも．人に求めたものではないだろうか。

最後に．一つのエピソードを紹介しよう。

比較的人に従瓶なジョン（中図雄犬． 10歳）は．震災後生活の大半をケージ内で過ごしていた。ジョン

は下痢がひどく．そのため外に出されず．ケージ内で荘らすはめになった。あるとき．治僚のため入院さ

せたところ． 2~3日後に妖蒻な下府は止まった。治燎後．門びケージに戻すと．また下向が始まってし

まった。試しに．阿ぴ入院させると．ジョンの下荊はビタリと止まった。
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被災動物の救護活動にあたった

開業獣翠師への調査結果から

上田幸 孝

阪神・淡路大炭災発生から 4Bl女に兵庶県南郎地膜動物救援本部が骰匿された。そして，その 5日後

1地筏発生から 9日後）には神戸動物救護センターが仮敗され，続いて三m効物救護センターが註立され

f しかし， 19芦および三田動物救設センターの活動が始まり，その施設の存在およぴ活勁が周知されるこ，

までのl団，被災動物の救護，特に負1¥動物の治照および保管等は，蘭栗獣医師の主要な仕事になった。

本シンポジウムでは．地渓発生直後から動物孜護センクーが設立されるまでの間，兵庫県内開業獣医師

がどのような披災動物を．どのように取り扱ったかに関する●査結果をもとに，大地震の以前と以後に動

物がどのような行動を示したかをさまざまな視点から分折し，今後．起こりうる災害1こ憤えて議論すべき

情報を提供したい。

＇・観査が行われた期 r.，
平成 7年 691 1日から 6月25日までゞ

2・ 積査の対 象

おもに小動物診点に従貼している神戸市駄医師会会貝74名および兵窟県獣医師会会員202名の計276

名を判を対象とした。また，対象者はその被害の程度に応じて，全壌，牛壊，一部99壊等に分けた。

3.閃査の内容

111 動物を大およぴ描に分け．来院の旧的と枇した処社を'(j)襄災匝後 (l月l78）から三田ならび

に神戸動物救股センクー股立までの期但IIビリオド l)．R動物救設センクー敗立から救護七ンター

の存在が隈ね19l知される 121ll0日）までの期Iln1ピリオド 2）．およ訊③動物救護七ンターが

全椋団し．按災勁物の多くをセンターで扱うようになった191lUIIピリオド 3)の 3つの時期に分けて

関むしたJ なお．この 3つの時期は．混乱を極めた頃．やや浴ち着きを取り戻した頃．および物事を

冷特に与えることが可能：こなった頃と考えてもよい。したがって．厳密に区9ったわけではない。

[29 この 3つのIUIIU]において．獣医師自身が動物を診9炊して感じたこと．また飼い主が動物に対してと’

のようなことを思い．また，，'じたかを聞き取り閑査を含め広く閾査した。

このうち．本シンポジウムで：よ．特にピリオ l:l l浅災直悛）に●して91告する。

4.鰐査対象者の地羹9こよる被害

調査の1回収竿は．神戸[「i獣医師会および兵叫県獣医師会に庁属している会員のそれぞれ70.3％および

拉 6％であった J 9む碑I笞者の地疫による被宵払9兄狂l9戸9liおよびその1也の地域に分け．図 11こ示した。

5.地震直後から動物教ほセンターが投立されるまでに扱った被災動物

凶 2に神戸i1i内の開業獣医間が．図 3に神戸市を除（地域の1"深獣医●iが扱った1皮災動物の裕数を示し
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図 1 闘査回答者の禎災状況

罰査対象者のうち，回答した会員猷医邸の餃災状況を，全墳，半頃．一邸偵墳およ

ぴ彼名なしの 4段陪に分け百分’'；で示した。また．t航員9りに1.tliilも行孜を示した．

た。

これらより ．犬 ・猫とも外科的治療を要した動物に比ぺ．内科的治窯を要した動物が明らかに多く．食
＂ り 99AL 

欲不振．下痢，叩などを主徴とした。この傾向は初期（ピリオド 1)に多く見られたが，ピリオド 2お

よびピリオド3にも引き統き観察され．長期にわたる淑位＇であったことがわかる。特に，大きな披吝をう

けた神戸市内では，外科的治療を受けた波災犬229頭に対して．内科的治憬を受けた犬はその 7倍にも及

んだ。また，この時期には咬みつくなど，常日頃ではみられない神経買な患畜が多く見られ．上記の結果

と併せ，震災によるストレス兆候が推察された。

②

③

④

 

6.被災動物を診療しながら特に感じたことのい・くつか（アンケート旧査の回答から原文のまま）
し9←<

① 地震に対する恐れからか悲嗚をあげたり．食欲不振を起こしたり，あるいはil'l化器系の疾患を起こ

すものが多かった。

余震のためか．食欲不恨の動物が多かった。

ストレスが原因と思われる食欲不限の動物が州／JIIした。

飼い主が震災のためパニックになり．安楽死を希望する人が30人ほどいた。 • しかし．安楽死はさせ

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

 

①

②

 

なかった。

自宅が全壊しても動物を大切にする飼い主が多かった。

人間の心の温もりや思いやりを感じた。

人間も動物も精神的にダメージを受けた。

動物が音や恨動に異常に敏感となった。

ストレスからケイレンを起こした猫が数頭いた。犬Iiストレスで夜喝きするものがいたなどなど．

7.動物の地震子知について． 9司い主からの感想も含めていくつか（アンケート綱査の回答から原文のま

ま）

病院所有の猫で管段おとなしいが．地震前夜にひと’く騒いでいた1かがいた。

犬で数頭，描でも如頂，地震前に異常な行動（床をかきむしる，外へ逃亡するなど）を示し．飼い

主もそ、れによって目が覚めた。
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③

c

⑤

⑥

 

⑦

⑧

⑨

⑩

 

地震の直前に大が昂い主に甘えてつきまとった。

庭で放し阿いの犬が．そわそわしたり．穴を掘ったり，屋内に入りたがったり．落ちつきがなくなっ

たりした。

地裳直前に犬が吠えたり暴れたりしたという報告を数人の飼い主から聞いた。

震災の 2日前から犬の動きがおかしいので地裳がくると思い、地笙に対する準傭をしていた人がい

た。

猫を多頭数飼育しているところでは．

猫が地震の数時間前に暴れ出した。

菰がいつもと違う場所で窪ていた。

孔，iiiのペアが 1月15日から 1月17日の未明まで．

ぜん鳴かなかった。

などなど．動物の地霙予知を推察させる多くの回答が得られている。

地炭の前に部屋の隅に猫が集まっていた。

うるさいぐらいに鳴き， ．地震後の 3日間はぜん

［外科的治環を嬰した被災動物］

150 

頭

a

100 

50 

゜［内料的治療を婁した被災動物）

550 

頭

数

450 

350 

・ 250 

犬猫
口骨折 ． ＆•9.； 、•••t;..t.：：：い ・ :·• 

＇ぶベ ・ぶぺ＇ァ，．”ヤ一， ．．
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• • , ． ．， ． ． · ヽ' •.. -・ .,...,.. --・., 

三□121打撲 ，笙．． 立；·：：i.•〗忙ぞ；翌戸'::―
火傷 ，•も遮喝饂謬兌氏巧妥．：ぶ．
その他 望合も涅盈名惑 翌忙 戸 ＇・・；；；

•、 .， p啜吟憑綜究苺；鈷翌碍 ， •99 :• ;. ,.... 
， 9.....．． ... .. .... . .., 
·•·· :.・,,・, ... ・ヽ；

＇・
.... 

,,;:... : 
·,•.. .,. 

総数1.6351150
... ・..,ぺIt:SC・‘s •

党';g．苔：：：S.：・・
．ヽぶ；:,;・：ぶ袋：；.. ... ．`． 
§’:t;.．．：・・社詔紐"1100

・茫玲苓?.9• 
芍.ぐ•、 : -C •: i・ギ．．..., ～”...., .. 
．．．．． ． ... .,.． 
,.., ` - :.~ .; .: .... ~--· . 
点•: t. ̀  ; ＼ ＂ ・ •S 

,，9、.．....`  
•こ'. ・ ： ．¢ •. -',’9:.. .. 

゜

三
図 2 贋災直1曼から動物救謂センターがは立される (1/!!26日）

た被災動物の総数

までに神戸市内の1111菓獣医師が診察し

上段に外科的治1“を安した犬および描を．下段には1勺科的泊成を要した犬および描を示した。筐害

の大きかった神戸では． ~Jf11的治燎を 9戻した動物．特に犬が抜さん出て多いことがわかる。外科的
治燎ではりJI)fルが．μ旧的治1“では紅欲不1出なピが多かった。
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本シンポジウムでは．こうした大地震特有の動物たちの行動を詳細に搾告し．また可能な限り科学的に

分析し．来たるぺき大災害に傭えるぺく．冥りある討論をしたい。

［外科的治環を璽した被災動物］

犬
150 

頭 100 

数

50 

゜

口骨折 ，•＃ぷ都屯~.;ビ函迄総数122 .
え哀＇認芦 ．忍環：文盗芦寄；;暉 三■切り傷 ．．．．．ー・・”̀“”よ
・キE

傷

の他

ーニ:::.II可 ＿＿＿ _——.... 
心7̂‘・・ • ..-.;•: ・ •べし

,.. 
..・
. ：:.. 

（内科的治償を婁した被災動物］

150 

頭 100 

数

゜

犬 猫
口嘔吐 ．ふ叫，：店知；巫吐総数216…`＂`．，.....,..,..,,，い．心＂

·ふ｀ふ·9·..｀i•99'；:,;;:.:;, ●下痢 苓窃．⇒如• ぺ＂ ヽ •~‘-94.：ざ翠咬戸”•9...．． 、•3 .. -
念 年哭i'人 ，9心 心翌ふ・

食欲不振滋鋭略柔茜裟窃器ぉ翠'..，，:
咳

その他

可I=•二-“'“·中1ー·:•9 マこ· •ヽ •’̂a・・ 9 -．． .,．..． ヴ・ ．．． 

: ."·,.:‘• -
; • !： ·;• : : 

石ー←．：千`・．.•l 
-atf心 ・・.-ぃ：：.，． ．定？.．．．．. -

図3 霙災直1曼から動物救11センターが設立される (1月268)までに神戸市以外の兵庫県内在住の開

纂獣医閲が診察した協災動物の総数

図2と同様に．上段に外科的i台僚を要した大およぴ猫を．下段には内科的治憬を冥した大および描

を示した。神戸市内の詰果と比べ．その差は大きくないものの．内科的治憬を要した動物が比餃的

多かった。
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被災迪の動物と私たち

森内和JJ!JI

はじめに

1月 I7日の朝．私は病院のある建物に居た．

賃貸マンションの 1隋が病院と住居 1こ分かれている。既に私は 5時には目覚め、ぼ

んやりと「 NHKニュース」を眺めていた。

何となく子感めいたものはあった．家の犬も落ち着きが無かった。 （後日、た＜

さんの患者さん違から、直前の動物たちの様々な「異常行動」の99を聞くことにな

る。 1

しかし、やはり 5時 46分の衝撃1土唐突だった。地響きとともに断続的な突き上

げが襲ってくる．その度 1こ私の腰が浮き、ピルが確実に北へ傾いていくのが分かる

・テレビが眼前 1こ飛んで来る。一瞬のうちに部屋は真っ暗になった．

宰い私にはかすり傷ひとつ無かったが、恐る恐る更た外は悪夢の様だった．裸足

で歩きまわる人々。 1階の無い木造家屋．あたりはかすかにガスの奥いがした。

病院に入ろうにもドアが開かない。真っ暗な中で翰液ポンプのランプだけが点滅

している。どうやら傾いた犬舎の中の動物たちは無事のようだった．

助けを求める人違の声がする。近隣の若者たちと共に、私もその家 9こ入って行っ

た，

明るくなってから作業が一段落する。その頃から次々と動物たちが運び込まれて

きた。骨折したもの｀裂傷を負ったもの、打撲傷で動けない犬。まぎれもなく｀動

物たちもまた被災者だったのだ。

こうして震災後の私の生活が始まる。生き残った喜びと不安の中で、 「また今日

も猷医であらねばならない。」と思った，

しかし、何もない。さてどうするか。

そんな大きな戸惑いの中で、人間として獣医として私が出来たこと、出来なかった

ごとのありのままを報告したい。

1) 何もないと二 ろから

それでも治廃しなければならない動物たちはいる．病院は開けなければならな

ぃ ．謎がごわれ、 ドアはゆがんでいたので｀枠ごと外し、病院内はアンプル檸で

足の踏み湯も無いので外に置き、処置台とした。骨折 1こ際してはレントゲンは使え
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ない。電気も無い上に、後で分かった事だが壌れていた．＊が無い。外傷に対して

はまず洗浄せねばならないから I%ヒビテン液の作りおきが役立った。・縫合糸及び

針は散逸していて、当時探しようがなかったので引き出しの針つきのディスポの糸

を使用。手術器具等は前もって滅墜していたスペイ用のものを使えた。

震災当日思い出したことがある。 10数年航、共済で勤務していた頃のことだ。

牛の出産 9ご立ち会った時、産道裂傷を見つけた。出血は激しいし 99療所へも戻れな

い。手持ちの針と糸で、野外で｀縫合した。そうしなければ死んでいたことだろう

。ごの日、私は獣茜療の原点に帰ったような気がした。

入院中のカリシウイルス感染猫 2頭は璽症だった。少なくとも保温と翰液を必要と

した。電勤のポンプとヒーターは使えないので、使い捨てカイロで暖め、点滴は従

来通りの方法で行った。 1翌日 18日午後から、実家大阪堺市までそうして搬送し

た。）

2 ）物資調達及び入晒動物の螂送

当時．私は多少の現金を除き、あらゆる物の持ち合わせがなかった。水、食糧、

ポリタンク、カセットコンロ用のポンペ、灯油、石油ストープ 1停電の際，ファン

ヒーターは何の役にも立たない！）等々。防災への意識は微蜃心なかった．

翌日、同じ身の上の友人と入院の搭たち、それに愛犬を伴って実家まで車で脱出

しようと決心した。無人の病院を放置することと．おそらく病院を訪ねて来るだろ

う患者さん達のことを思うと心が痛んだが私 1ことってはギリギリの選択だった．

「出来るだけ早く戻って来よう。」と思った．

灯油やストーフ・.カセットポンペはすぐ手に入った。しかしポリタンクが不足し

ていた。居頭の 20 L用はあっという間に消えていた。

近所の酒屋でいくつか譲り受け、必要数を予約し入手に至ったのが 1月23日の

夕方 6時だった，

（実家への lo 数時間の間にやっとセルラー電話が通じた•両親はもとより友人

に連絡が出来た時、日付けは既に L9日になっていたのだが、病院の電話が復帰し

たのは 実に 26日の夕刻だった．私がラッキーだったのは．その間に全国の友人

違と連格し合えた事だ。機材の発送、メンテの依頼を友人の獣医師 1ご託す事が 19 

日の深夜から可能だった．彼らは快くそれを引き受けてくれた．

ある友人などは曹東京からトラックをチャーターし、様々の物資を積み、 し9日

の呈朝し出発する手はずを整えていた． 1
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3) 病 陀宅の復 9日

1月23日、東京の先輩が実家に着いた。神戸に共に行くという。有り難い援軍

に感謝して、 248、私は神戸に戻った。午後 2時1こ元気になった（苔たちと共に戻

った我々は、病院の片付けを少しした。しかし容易に戻る物ではなかった．

先輩の助言もあり、私は一つの方針を決めた。人手を確保することだ。薬剤が散

乱し、機材が転到した病院を私たちだけで復旧することは不可能である．少なくと

も 1日や 2日では無理だった。避難所へ、大阪から運んだペットフードを届ける際

に、病院復旧の為のアルバイトを募集した．たまたま居た患者さんの家族の大学生

が名乗り出た。遠慮なく私は彼に仕事を頼んだ。病院の跡片付けと力仕亭． 25日

に出動してきた A• H • T ・と彼とのコンピネーションは索暉らしかった。

26日に北区へ行き、ペットフードを運んできた私は、数ヶ所の避難所ヘパイクで

それを届ける事をその彼に頼んだ。病院に居なければならず、またパイクの無い私

には本当に有り難いことだった． 26日には京都第一科学が「スボットケム」の検

査9こ訪れ、 99日、代替機の提供を申し入れてくれた。翌日には懐械が届いた．レン

トゲンの発注は友人の獣医を通して済ませていたが、実に 28日夜にはポータプ］し

型を届けてくれている．全ての関係者は、驚くばかりの誠意~と勤勉さで私の気持ち

に応えてくれた．いや「私の為に Jというのは不正確だろう。動物医療の為に、ま

た彼らの仕事に対する誇りの為 1こ．

4) 救い出苓れる動物たち

人間の救助、並びに遺体の収容が落ち着いてくるほどに、今度は飼われていた動

物たちの救助が目立ってきた． 2月2日、 17日目に猫が消防庁レスキュー隊によ

り、また 19日目、大阪府誓機動隊の手で｀ゴールデンレトリバーが民家より救出

された。また、 2月 10日、 25日目には柴犬が、 31日目、 2月 96日には猫が

同様に様々の人々により救出されている。それらは全て、地理的に近いという理由

から私の病院に収容された．

犬 2頭は、いづれも今に至るまで元気だが、残念ながら 2頭の猫は 1週間から 2

週間の入院後、共に息を引き取っている。餌も水も、数週間にわたり口にしていな

かった描たちは、どのような治療を望んでいたのだろうか。私には今もってそれが

わからないロ

ともあれ、私の知る限り、この東灘区で救出された動物たちは、今までのどの時

代のそれ以上に、生命の大切さを教えてくれる。

幅の狭い道を、東京消防庁の大型直がサイレンを鳴らしながら走ってくる。前後

-294-



して自衛官と詈官が走る．事の重大さを感じて近所の人が私に尋ねる。 「誰かを助

けに来たのですか．」私が「99です．」と答えた時、 「一緒に助かった命やから、

元気やったらええね．」その女性が言った。その言葉は重く、また優しかった．

5) 人と動物、復 輿への希望

私は、震災の日のある光景を想い出す．その朝、いつも通りに朝 I0時頃シーズ

ー犬を散歩させている老女。足の惑い彼女 19私の前を通りながら、 「何があっても

散歩してやらんとね．」と言った。彼女の家と店は全壊していた．具常 で

、8常性を央うまいとするその姿 9こ私は鵞く。動物と私たちとの絆の深さを｀今更

ながら改めて知る一方で、我々獣医師の存在意義もそこにあるような気がしてなら

ない。まさしく我々も Q この街の復胆の一翼を担う者なのだ．

まとめ

今回のような災害に際して、獣医師として長も重要な事は、とりあえず病院を開

けている事であろう。 （勿論、その前に家族や隣人の救出や安全確保に全力を尽く

さなければならないことは言うまでもないが。）

開院していて何が出来るというのではない。おそらく大したことは出来ないだろ

う。しかしそれでも良いと思う．ー軒の商店が再開して我々はどんなに心強かった

ことか，我々も業種の違いこそあれ、人々の眼（こと 1こ動物を飼う人々）には同様

に写る．それはまた、本人にとっても精神衛生上好ましい．おそらく人間は（生意

気なことを言わせて頂ければ）、そんな時こそ自分の存在意親を見つけたくなるも

のなのだ．

言い換えれば、極限に於て、人の性は菩であるのかも知れない．我々の友人、見

ず知らずの人々、ポランティア・の若者 マスコミの人々、誓百、自衛官等々。本質

的には皆、そうであると信しる事からしか誰もが出発出来ないと思う，

ともあれ、どうやら我々獣医師：こも存在意義がありそうである．

今回の震災はそれを教えてくれた。
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主な援助者リス ト
A listing of supports for animal rescue 
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勁ヰ勿の一＂寺イ早芦匹和芦

乎成 年 月 日、甲（兵庫県南部抽国約99本部）と乙(
99保習契約の一部を次のとおり変更する契約を締結する。

第1条 乙は兵国県南部地展の発生により被災し、一時的に飼育が困難となった自らが所有する動物の一時保管を

甲（こ委託するものとし、甲はこれを受託するものとするc

第2条製約期間は、契約締粘LIから1カ月問（マ成 年 月 日）とする，
2 乙が次条第9項の努力を行ったにも拘わらず、引き続き●に保笞依頼せざるを得なくなったときは、乙の申
し91'，9こより、見乙●識の上、契約満了日から（力月を越えない範囲内で契約期間を延艮することができるも

mとするm

3 控約期間の延長を行→たときは、この契約滴了日から 1週間以内に甲と乙との間で動物の一時保守契約の一
部変更契約を緒結するものとする．、ただし、乙がやむ得ない理由により 1週間以内に契約締結ができない旨の
申し出があったときは、その期間を廷兵することができるものとするe

第3条 乙（ふこのに保音を委託している閻に、自ら飼育ができる状態にするか、知人等に保符依頼を行うよう努

めるものとする。
2 乙は、契杓期間巾に、自ら飼育できる状熊になったとき又は知人等に保管依頼を行えるようになったとき (9、
速やかにその旨を甲に連絡し、当股動物を引き取るものとする。

3 乙は、契約1肘間中に、当移動物の所有権を放棄することとなったとき、又は放喋することが予覆9されること
となったときは、速やかにその旨を甲に対して所有権枚要書を提1りするものとする。

第4缶 契約期間が満了後、乙は 1週閤以内に動物を引き取らなければならないものとする。ただし、乙がやむを
祖ない理由により l週間以内に引き取りができない旨の申し"1があったときは、皐乙協議の上、その期間
を延艮することができるものとするc

第5矢契約期間が満了給乙が前条の手続きをとることなく j力月が経過したときは、乙が動物の所有楕激棄を
行ったものとみなし、甲は、当該動物を新たな所有者等に譲渡できるものとする＂この場合、乙 9よ｀甲が行っ
た行為に対して異譲を申し出ないもり」とする。

第6条 保管に関する経●は、甲の負担とするが、保己伽4'」が犬の場合は、狂犬病予防法（こ苓づく狂犬9内予防注射

に問する手数が1は、乙の負担とするc

第7条 甲は、自ら動物の保管を行うものとするが、保管旅設の状況等により、自ら保習が西蔑な場合は、●意で
輝を巾し出た者（以下 1時甲99」という。）に動物の保筈依頼を行うことができるものとする。

第8条 甲及び・時里親は、契約期間中、保管委託を妥91た動物に関して適正な保晋を行うものとするが、やむを
街ないヰt9により、当該動物が死亡、逃亡又は負傷したとしてもその責は追わないものとし、乙は損●倍償
等を求めないものとする。

第9条 契約締糾後の動物の保管抱設への搬入及び契約満了稜の動物の引き取りについては、乙が行うものとする。
2 一時里親への動物の殿入、契約隅了後の動物の引き取り等に係る細目については、甲、乙の協議により決定
するも0とする。

）との間に締結した動物の一

この契約の成立を証するため、本昏 2通を作成し、甲、乙記名押印の上、各自その 1通を所持する<•

平成年 月 円

甲 兵庫県南部地震助物救援本部本部長 鷲届勝彦 ＠ 

乙住所（住民票の仔所）

(O 
- ---）  

［現住所］~

(O _)  

氏名 ＿•一＠
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．．の991 犬・ねこ•その他(

卜
-ii]_ __l99|雄・雌［体ロ
紐邦岬999叶―

） 神ーNO

三 NO,_ -----、_
層9合9N99

動物の一時保管契約の一部変更契約書

平成年月 日、甲（兵庫県●j部地震救援本部）と乙（

締結した勤物の一時保管契約の一部を次のとおり変更する契約を締結する。

）との問9こ

第 2条第 1項「契約期間は、契約締結 8から1カ月（平成 年 月 日）とする」

を「契約期間は、契約締結 Hから平成 年 月 Eまでとする」に改める。

第 2条第 2項及び第 3項を削る。

この契約の成寸を証するため、本吾2通を作成し、甲、乙記名押印の上、各自その1通

を所持する。

乎成 年 月 日

甲兵庫県南部地虔動物救援本部

本部長 鷲尼 勝 彦 ⑲
 

乙住所（賊恥祖） -

9霜 ） 

［現住所］

氏名

（ 霞 ）-----

．”― ----ヽ一 ⑪ 

ー~-



入所

取扱

月

B

年

A

日

D

神ー No. 

•—•---ニーNo.

台枡番号

所布権放棄届

平成 年 月 日

兵庫県南部地震動物救援本祁採 様

届出 者 什
~ ~ 所（〒

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 
） 

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

氏名

（云
)~ 

⑬
 

下記の動物の所有梱を放棄し、無条件・無償にて自本部に譲渡いたします。

この動物の取り扱いについて19、すべて自本部にお任せし、いかなることにも今後ー一切

の要求をしないことを巾し添えます。

記

犬 種類（雑種 ）名前（

毛色（茶・白•黒• 9●茶・班・ベージュ

性別 (9．早・手術済・未手術）

特記車項（

猫柾類（日本猫 ）名前（

t色（トラ・キシ・ゾウキン・クロ・シロ・三和

性別 (j.'.手術祈・未手翁9)

特記串項（

）年齢（

）年齢（

歳・若・中・老）

） 

） 

歳・若・中・老）

） 

） 

その他 種類（ ） 性別（が．,.不明）

（ ）種＇！タチン接種（未接種接種［ 月 日］）不妊手術（ 月 El) 

フィラリア（未処置投薬日［ 月 E] 

狂犬病ヤ防注射実施日（ 月 日） 狂犬病予防法登録揖号（ ） 

一



救護保護台帳（犬・猫・その他[ ］）碩毎号
イ衣束貝積類 A 迷r-B 一時預かり C 里親口放棄 依頼年月口且7年- E E 

倖 輝0 年イ牛

A う圭子（拾得者権利放棄［有・無（一時預かり期問 月
--

B ー一時預かり予定畑両「―—-―可五l 依如石m至←「―可
りまで引取予定日

日(=>

月 )
-
l
 

J
 

H
-

f衣東頁芦必ず記人すること

ごB C I9貞司 主

冒Lコ依釦丙 9充及び亡J圭沿国（仕所

＜
 閲

〗

Q
 

A
 

工飼

（ ） 

閂］――（ロ

市病院名

~---'-1 
―I 

咤話 j 

,,又容叩(斗犬ャて~

り竺上
91屠9叶無有（も

）歳仔若，,,老）

日

」区容E寺のタト住むス乏 0”歩こザ弓

三~-------- □
 

収容後のウクチン接極

狂犬茄予防出 I 月 日

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

不知手輝f 収容後は赤ボールペンで記人
~ ~ ~~ ~ ~ ~~ ~ ~ ~ヽ

~ ~ ~ ~ ~ ~ 

月日

不妊手術実厖H

糸 吉果

月

＂ 

ア 保護継続

イ 死亡 年 月 El 

ウ 入院（ ） その他（
~ ~ 

） p--- -
工 い主へ

一‘
ニぅ一 逗盪 返還月 El J'J [| 

番号 飼主氏名 電話

住所
里親月―̀―日 •- 月- ～ 日 -ヵ m 細

番冴 里親氏名 電話

住所

＾写亨

亡l 罹災証明書嘩認

□ 身分証明書の確認

-•302-



入所 年 月 日
取扱 A B D 台帳番号

和言 約 書 （飼しヽ主弓 I取り）

兵庫県南部地震動物救護本部

神戸動物救護センター 御中 平成 年 月 日

仕所 TEL 

氏名 ⑲
 

私は、下記の動物を兵庫県南部地翌動物救護本部・神戸動物救護センターより弓l取

り、再び家族の一旦として迎え、担当獣医師の不妊手術や治療等に●する指示に従い、

，J海末永（飼育することを約束します。

しかし、やむおえず飼育が同難な堪合は、肖センターまたは9且当者に返遠いたしま

す＂

記

犬

猫

稀顆（雑種

t色（茶・白•黒． i導茶・班・ページュ

怜別（,.早・手術済・未手術）

特計＇串項（

稲類（口本猫

）名前（

）名前（ ）年齢（

t色（トラ・キジ・ゾウキン・クロ・シロ・三毛・

性"'，(;-辛・手術済・未手術）

特記単項（

）年齢（ 歳・若・中・老）

） 

） 

歳・若・中・老）

） 

） 

その他 種類（

※1)放し飼いをしない口 2) ・ - - - - - - -

狂犬病予防注射と登録を受ける。

t )稲ワクチン接種（未接種接種［ 月

フィラリア（未処● 投薬日［ 月 E] 

※不妊手術済証と狂犬病予防注射済証の写しを下記まで邦送してください。

） 性別（？・年・不明）

月に不妊手術を受ける。 3 ） 月中に

日］］不妊手術（ 月 日）

神戸市北区山田町F谷上中一里山 神戸市動物管理センター内

神戸市動物救護センター 迄

狂犬病予防注射実施日（ 月 日）狂犬病予防法登録番号（ ） 

登緑料屯王← 注射和室竺
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所
扱

入
取

月

B
年

A
H

D

 吃
言

兵犀県南部地震勁物救踵本部

神戸動物救護センター 御中

約 書

台帳番号

(早奈見）

平成 年 月 日

住所
ー・

氏名

TEL 

-租は、下記の劫物を兵廂県南部地袋動物教護本部・神戸動物救護センターより譲り

受け家族の一員として迎え、飼育方法や不妊手術等に凋して担当者の相ホに従い、生

涯末永く飼育することを約束します n

しかし、やむおえず飼育が困難な場合は、費センクーまたは担当者に返遁します。

また、旨センター又は9日当者が返還を要求したときは速やかに返還すると共に、

切の経堂の請求はいたしません。

配

犬

猫

種類（雑種

種類（日本猫

）名前（

毛色（茶・白•黒・薄茶・班・ページュ

件別（オ・牛・手術済・未手術）

特記事項(

）名前（ ）年齢（

毛色（トラ・キジ・ゾウキン・クロ・シロ・三毛・

性9,1（記・字・手術済・未手術）

特記事項（

）年齢（ 歳・若・中・老）

） 

） 

歳・若・中・老）

） 

） 

その他 種類（ ） 性9，1（が・牛・不明）

※I)放し飼いをしない。 2) --- 月に不妊手術を受ける。 3) 月中に----------

狂犬病予防注射と登緑を受ける m

（ ）種ワクチン接種（＊接種接種［ 月 日］）牙ヽ 奸手術（ 月 HJ 

フィラリア（未処麿投薬日［ 月 日］

※不妊手術済証と狂犬病予防注射済証の写しを下記まで郭送してください n

6 5 1-11 

神戸市北区 9lI 田 99下谷上中ー•山 神戸市勁物簑理センター内

神戸市勁物救護センター 迄

狂犬病予防注射実施日（ 月 円） 狂犬病予防法登録番号（

登録料令ど 注射料→Z

） 

一ぶM



吟
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動物救護セ ンター
診傘言愈尋e ... 

)-
名々

一氏

伽:
連終先

年度（ ） 

又者 住所 電話 （ ） 

は ＇ 
養

種 別 犬・猜． l種類 年令 l 年 月 I性別 1

動9● 9大物・の中名・称,1,'fi I体璽 I
毛色 ーj初＇氾帰診

預 年 月 E 

返 特微 99 年 月 日

口 , ••—••• 

--ジ
/ 

S‘ ／ 
--- ~一

／／  
~ -．， 

I~ 
／＇ 

し二 ．． 

／ ／ 
,. --

1// ,.. 

/ ／ / 
---·~-· 

/ ／ 

/ ／／ , ／ ,.--F9-

／ ／ 
~ ～・

／ 

-30← 



胃 傘力 9レデ

／ ／ 
---~_i 1 I 

／ 

// 

／ 

// 
／ ／ 

~.  

二i
一•

／ 

／ 

/ 
／＇ 

／ ／ 

／ 

／ ］ 

／／ 

／ 

／／ 

／／ 

／ 

／ 

／ 

／ ／ 
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墨吟移 勁 登 己 繹

NO  

動物名

台帳N(）・ 

入所 年一 月一

不妊手術No.

旦取り扱い： A・ B • C 
.. -

種類 人‘•猫 ---性別が辛―・年齢

出所日時・ 年 月 日am,pn : 
一~ ~一-

獣医氏名 ⑮ 
---------'-'--, ~-__@_----~-

病院名 TEL• 

移動理山 不妊手術＿：•-＿＿去稔手術· 手担翌施日 年 El 月

治療（主な病名又は主症状を記緑）

帰所日時年月 na飢，m ： --~-~~ ----

入院橙療報告 通算No・ • 
入院期間 灯・

唸断名

月一 且をら →竺~ー•_＿且＿一←一旦まで 會 ー

検査肉容·血液検査• X 線検査 •ECG ・エコ

治療内容：内科療法、軽度の外科療法・軽度の外科処置・手術•他- -- -

枢帰，情報 治疸・軽快，要陸糸，揆加療，要観窒’

＿ 病院へ転院 [H_I-________ ____l_ _____ _ 

堕年g-R土な原因毬名又は主症状を記録」

---~-~--·~-

ー～-~~·ー、

＿~---一—

-oo,-



砂 祀 幸＂ 全 声

（診療終了後、救語センターに届けて下さい）平成＿＿年 月 El 

担当獣医師氏名-- -~ -

本日、以下の診療・処唇を行いましたのて報告致します。 (NO ／ ） 

冶飩番号 勁物種 病名または主症状 枯は姑菜

＂＂ 
犬・猫 ワ•初・中・終

N} 犬・猫 ヮ ~t!J・中・終 即 犬•f9 ワ・杓}・中心冬

NO 犬・猿 ウ・初・中・終 ko 犬•9伍 ワ•初・中・終

即 犬・猫 ワ•初・中・終 悧］ 犬・猫 ワ•初・中・終

ぬ 犬・猫 ワ・初・中・終 w] 犬•1位 ワ•初・中・終

ht) 犬・描 ヮ•初・中・終 即 犬•19 ワ•初・中・終

NO 犬・猫 ワ・初・中・柊 N9} 犬・猫 ワ・衿J・ 中・終

NO 犬・猫 ワ•初・中・終 NO 犬・猫 'J•初・中・終

如 犬・猫 ワ•初・中・終 oo 犬・猫 ワ•初・中・終

M 犬・猫 ワ•初・中・終 N[｝ 犬・猫 ワ•初 •t~ ・終

閲 犬・猫 ワ•初・中・終 即 犬・猫 ワ•初・中・終

N 犬・猫 ワ•初・中・終 oo 犬・猫 ワ•初・中・終

N9 犬・猫 ワ•初•t|1 ・終 hU 犬・猫 ワ・ fJJ• 中・終

叩 犬・猫 ワ・初・中・終 oo 『]•初•「I1•終

閲 犬・猫 ワ•初・中・終 M ワ•初 •l[1•終

*1宅 仇田頃,,ワ・・ワクチン楼種、初••初診 ， h・洋滋噌糾中また1"苓叶可-•卜のもので特に症状に変化の認め

られたもの 終・・翌日以耕治療を要しないもの、該当するものは9ご（〕をつけて下さい。また、ワクチン接種・

初診については翌日以店診察、治療を必要とするものは「中」に、必要の無いものには「終」にも9)をつけて

おいて下さい。

病名•主症状 簡難に分かりやすく記述して下さい。同一の症状で治療I9、梓品桐立,,,のものは日付、台帳番号の

み記入して下さい。

細病院への入退院9こついて（本日の入退院）

台帳番号 人院先病院名 病院へ入院・病院から返還 入院目的

NO 入 院 返 遠

"’’ 入 院 返 追

M 入 院 返 遁

即 入 院 返 還

一双B-



A-( ) B-( ) c-( ）
 

合畷毎号N O

悴頼月 H

ヒ―-

口三色,1

月

依頼種類 A B C D 

曰t輝[]`――•-- - ［畜～1
廷 碑 呻□五1 』

—~ ~ ~ 

合鰈筆弓N O

頼月 H 月 日レ暉畑

＇毛色

低束貞種類 A B C D 

暉 名□三----l 

臼こi碑
i 

命 9廊棗号N O f衣囃種類 A B C D 

戸
---- - -'  

月 ＇ ロ！碑3頷：

ャヒ雄
l 

雌！名三

_,,_ 





管 坦！ 問 係

ぬ紛 ~ ~ ——-—-



当日在籍動物数は反斉字別及び取り扱い別一芦）

年~月 Fl tl猛：天気 記人芦

-ごヽ 巾艮 嘔 •四に

国斑見 六
~一

畑

米斤}‘ 犬

碑

飼主1 天

I 
-- --- - -- --

忍還 碑

慟物病99人

--------・----

入醗 碑

物柄侶 大
---. -------・ 

ュ患」9完 碑

ボランティア総数 (VCT ）内泊数 (VET ） 

大 A E3 D 1r f也 畑 A l I3l,r―_) • T 他 1

F [l り E 
----- -- -.~ 

J A棟
.. ---- ・・ -•-

2 B棟 ： 

7—•---~ --~--

3 c棟
-― ~~一 』•一--

4 ICU 
： 

ー一 ---- ―--

＇ 
I 

特記車項：
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収容和談台螂

直―;— 月 一ー一日

, [説 |氏名

月

---

Al 月~
----------l 

邸

臼 市 区 I祖 出 区 I飼 市 区

翡 甜 I閲ll

動物の種烈l；猫その他 ［ロロ竺ロニ玉猫その他
泊,.,ゑ図＇ 承認・不承認 承認・不承認 ＇ 承認・不承認

予定期問， 月 H~ 月日'--緊急性 ： なし

ワクチン 有（

7jう打予防

不奸手術
-・ 

・ヽ・・・・ヽ-----

-----

その他疾病
. ---•、,―

普通

あり

年月）・無
^~ ~ • -

有・無
-----

有・無
--

良
~ ~ ~ 

否

良
~ ~ ~ ~ 

否

――---- -I 
月 日～ 月 日 月 日～ 月 8 

なし なし

普通 酋通

あり あり

有（ 年 月） ・無 有（年月）・無

有・無 有・無

有・ 1照 有・無

-----―--
良 良

否 否
... 

良 良

否
.L.~~ ~ 否

L __ --
-Sl2-



神戸動物救援センタ一日計表 C1 )  

年 月 ロ

犬 猫 その他 計 延ぺ頭数
'- i------- ----

イ．開所以来の延ぺ収容頭薮
-- --- -

ウ前日現在の収容頭数

―新-し.―|l A 
．．  -----.  - --

所有者不明動物,_ 
--・-- ＇ 

＜ B 一時預かり動物
-------., 

収容 C 所有者放棄動物
... -- -- -•一 ---

した D 出戻り勁物

動物 1. 計（ AIHIC+D)

移動 E. 病院←ンセンター
- ----

で入 F. 三出→センター・
------ ------------

った G 弓センター

教 2. 計 (E+FIG)

11 1111 
出て； H. 所有者不明動物

・----- ----- •一ー・一

’‘つ I．一時預かり動物
----. -.. -- ー，＿ ＿ 

た 1. 所有者放菜動物

動物 3. 計（H+I+ J) 

移勁 K. センター ⇒病院
--- -- -~ 

で し．センター ⇒三Efl
. ---―- _, ---

出た M. センター弓

数 4. 引（ KャL，卜M)

開所以来の延べ収容頭数（イー1
------- ----

今日現在収容顕数（炉1+2-:l-4
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神戸動物叔輝七ンター日計表 (2)

年月 臼

¥ l k' l 牒 1 犬 i 猫 1 その他 1 計 1 延ぺ9且数

場

所

別

収

容

頭
「 F 病院 入

三計(A+B卜C>D+E+F+GI)

口頭， i-継続治療

数 1 k 病院移動治療

言I(H+l+l+K) 

不妊手術実施頭数 1 雄

―± [ 

フ

日帰り

人数

宿 者人数

本日帰り I連泊人数，新入人数
二＿ロ 延ぺ人数

ン11.市獣会員

テ Is.福祉協会

ィ a．獣医師

ア 4.獣医学牛

E 
関 5. A H T 

係 6. トリ
．． 

7.一般

合計 (lt2+3+4卜5沿＋7）|

-3l4-



被災動物保護収容頭数報告書

（ 月 曲夏月＿ f妥期）

伴護—収容動物の区分 犬 猫 その他 合計

飼 収 容 頭 数
----- -

l 

ロ
t 里親成立 9P~ 薮

- ．．．一．
1、 飼主半1l明後返遠頭敬

．．． ---- - - •、

明 他施設へ移管頭数
-- ---- . ---

~`— 勁 収容後死亡頭数
ー・ '~ -

物 病院で.入院治療-中の眠数
~一

＇現在収容頭数

収 容 頻 数

時 里親成立頭数
一

預 銅主へ返遠頭数
・ヒ・ ------ ~→ヘ

り 他施設へ移管碩数
- ------ ・・---

幼 預 か り llJ死亡頭数
~. . --- --.― 

物 病院で入院治療中の頭数
.. ー・ ・---

現在収容頭数

咀し四 容 9月 数
----

親卜里親成立頭数
ー・ → •一-- -＂― ー＇ー一

希飼 主 引 き取り返還頭数
ー・ --・----

望 1他施設へ 移 管 頭 ー 数・
----

動 ＇預 かり中死亡頭数 ＇ 
ー＇

物 病院で入院治療巾の頭数
＇ ------. - . ---

現在収容頭数

合 計 頭数 現在数

累計

診療頭数 現存数 ： 
..,•一・"

（延顕数） 累計

備 考

報告 年 月 日
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業務日誌
且ft 年）1 F| 

-

米所者名及む月件

｛ 

竃話受付の料）容と対応― 一

米帝文書の内容と対応

し＿＿ ＿ 
，、一---

←：ロニローーロ／ロ―／□□I
ロニ獣医師主／三□ロ ー
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平成7年月 日

兵1飢県神戸北笞察署長様

届出者住所神戸巾中央区中山手通7T目28-33

兵庫県産業会館杓（● 078-362・5583-4)

氏名 兵庫県南部地展動物救護本部

本部長鷲尾勝彦

逸走の家畜（犬・猫等）の拾得について

均車県南脊l1地蕪により造失物法上の逸走の家盃と忠われる動物を別紙のとおり保護拾得

しましたので届け出します3

なお、当該動物は神戸市北区山田町下谷上字中一里l1」14-1、神戸動物救護センター

で責任をもって保竹し、所有者から返遠の願い出があった場合は経晋等一切請求すること

なく返還するたともに、年の旨神戸北苦察碧長あて報生いたします。

ー319-



動 物収容施設〈室内）混度湿度記録薄

神戸動物救没センター

（ 月）

温

AMlo:00 

度湿 度

PM2 00 

温度 湿度

ロ

F
-

1
-
2
-
3
了
5
-
6

二8
,
-
1
-
1
1

□1
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平成7年 2月22 B 
社団法人打旧

兵庫県阿部地策動物救援本部

神仁動物救陸センター

会員各位

このたぴは神戸動物救護センターの開設にあたり、多大なるご尽力をいただきまし

たことに対し心より感謝し、御礼申し上げます。

つきましては、開設時に皆様から自主的に貸しiliしていただいた物品を調査したい

と思いますので下記の報告苦にてご報告ください。

物品貸出報告書
平成7年月 日

兵庫県南部地居動物救援本部

神戸動物救護センター

社団法人 神た獣医師会

獣医師 ⑲ 

私は、賓センターに対し 1.記の物品を貸し出したことを報告します。
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口般—/:）9[ 学生獣医（緑） 1

ボラ ンティア名簿

獣医帥（赤）

（一般学生猷医獣；；j991991て1ださロ
N o ~ 

氏名，

現住所， -----
職業（学校名、勤務先、配属元），

---

. ＂ --.  • - - ＂ 

オ~男、女 連絡先竜話番号
．． ー ー・←

電話受付 H 月

ポランティア活動に協力していただける方法に（）をつけ、数字も御記入下さいじ
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当救護センターに於けるポランティア協力記録（予定、経歴）

から 月 日 （散歩ほか、半日、

（ 散歩ほか、 半日、

（ 散歩ほか、 半日、
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（音）

活動区分

散歩、犬舎問辺業務、犬舎杓笥理、

トリマー、 AHT診療補助

獣医学生、動物診療

ポランティアチーフ、
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ボランティーア翌鐸名簿

（ オ） 男・女戦業
----- ----

悪

）都府県（ ）市区郡（ ）町（ ）番

口先＋ 所称 （ 

--. -------. ----- ----

砲話 （ ） 内線
------. -- ------ ----

勺9

）都府県（ ）市区郡（ ）町

動牛勿食 司 芦 『 肝 杏

期 圃 （年 数） 動物の種類
~一

年 月～ 年 月（ 年 カ月）
~一 --------- 』一ー

＇ 年
月～ 年 月（ 年 カ月）

-.  -- -------- -----
年 月～ 年 月（ 年 カ月）

~ ~ . ----

カ）日
. --.  

年 月～ 年 月（ 年

ポランティア予定

同敷 期 問 持込可能物 （返逹の要否）
-

1 年 rl 日～ 年 月 口 （要・否j
--- --------

2 年 月 H~  年 月 日 （要・否..） 
~—-

-----一• ー・
3 年 月 [l ~ 年 月 El （要・否）

------- . ---

4 年 月 日～ 年 月 日 （要・否）
--- ----

5 年 月 日～ 年 月 日 （英・否）

動 物関 係ボランティア経喚

年 月 l場 所 内 容

年 月
•—-- ------

年 月
. ----. ----~ -・ ー＇-- 一・

仔月
L----―--- -- •ー・ヽ—.．ー・ ヽ—~

年 月
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新規ボラ ンティアの方へ 951004 

はじめに
神戸市北区動物救證センターのボランティアに御参加頂きありがとうございます。

ここにいる動物園は震災によって飼い主からはぐれたり、 9司いたいけれど家がなくて、今i,--

緒に住めないなどの享情がある動物逹で、獣医師会や福祉協会等のポランティアの皆さんの協力

により運営されています。
動物達は皆さんの参加を楽しみに待っていることでしょう心しかし、中にはとても気の荒い犬

や猫も居り、御自宅で今まで飼っておられた動物とは随分逍うと感じられる宰もあることと思わ

れます，怪我をされる危険性もありますので必ず指示を守って活動して下さいa 年少者、未成年

の方は、保渡者の同伴、管理の下でご参//IT下さいコ

参肌の際必ず
］ 枡めて参加の方は、ボランティア登録を行い、住所，厖話番号等を記入して下さいu

2 胸9こ名札を付けて下さい。

3ーお手伝99戟く内容については、専属のポランティアから説明を御愛け下さい．、
専届ポランティア 山本さん、佐9fさん、角 [99さん、井上さん、小191さん

御手伝いして鮫きたい業務
ポランティアは小学生から年配の方まで様々です

それぞれの方によって年齢や体力、速動能力に違いが有りますので

無理なさらない範囲で出来る車を御手伝いしてください。
それぞれの業務は、専属のポランティアの指示に従ってFさい，

佃をどうしたらいいかは、専属のポランティアさんに必ず間いて下さいリ

~~··· 
1
2
3
4
5
6
 

勁物舎内の糞便、尿の渚掃

動物の給餌

食器洗い

洗涸、 「し物

一般渚掃

救援物百の整理

活動時問帯
10, 0 0-12 0 0 
12 0 0-13, 0 0 
13 0 0-1 6 0 0 
16 00-17 3 0 

午前の絵餌、消掃

ポランティアの昼食、休憩

動物の手人れ、病気呑護（獣医師による診察）、里親対応
午後の消掃、絵餌（必要な動物のみ）

注意

犬の中にはとても元気な犬がいますので、 9ナがをしないように常に注意して下さい。

そして、決して逃がさないように。もし逃げたら、すぐ助けを求めてFさい。

逃げないよう戸締まりはちゃんんとして下さい。

ボランティア活動は皆さんの自キ的な行動に支えられています。

御帰りの際は

名前のカード、プラスチックのケースは返却してください。

専届ボランティアの方か事務所のどなたかに一言声をかけてください。
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宿泊一般及びボランティアの方へ 95 1 004 

はじめに
当旅股への御協力令り難う御序います。値康に留意して御活羅ください＾
保項劫物は被災地99戸の農災動物の一部で、これまでIOOD頭に及ぷ犬猫を保護飼育し、新しい

飼いキの方々にお渡しして参りました。

当施設は神F市獣医師会と神戸市との協力の下、神戸市動物管理センター敷地に設置しており｀
1月からはピニールハウス、 5月よりこのプレハプ舎で被災地犬猫を保護して参りましたc

動物令の入令の際は、被災者の飼育動物である車を確認するなどの診杏を行っていますn

このセ／ター内での診療は稲設内保護動物の救済、健康維持のための獣医療であり、この臆設
近隣の市民に対して無料診療を行ってはいませんn

施設内では疾病の要延を防ぐため消毒汚染に対して特に留意しておりますので、皆様方にも
ご協力項けますようお願いいたしますu

参加後、当センターのスタッフ栢介と業務説明のミーテイングを行います。

幽籾9ニ一つし、てこ

1 ・業務の詳細9ごついては、専届ポランティアから説明がありま
す．~

専屈ボランティアは佐野、角田、井上、小JII、山本で、
当センターの所長は市田獣医師、会長は旗谷獣医師
福,1協会代表は松m、ポランティア獣医師は神戸，'
獣医師会会員ならびに佐々木獣医師です。
ボランティア唄当係は佑々井獣医師です，

2.救護センター問辺の各種業務（救護犬の搬入99助、動物の

タイムテーブル
7:30起床、渚捐、朝食
9;30業務開始
12:00昼食、休憩

13仰午後業務、里親対応
16 00犬舎清掃、給餌
18:00夕食、入浴
24:00消tr

食餌準備、投第、犬舎清掃、施設の消掃、洗い物その他）を行い、専属ポランティアの活
動に御協力下さい。

；｛~動物ほ、それぞれ特徴かありますので、よく理解して上手に接して下さい。
4・ うつる病気に患っている動物もいますので、病気の場合はむやみに動物に触れないで下さい。
5・ fや靴の消謡は、その都度必ず行いましょう、】
6・ 起床時刻、業務開始時刻、消灯時間は必ず守り、お互いに快適な団体行動を行いましょう c

7・ 用親、新規預かりの対応は、獣医師や祖祉協会、専展ポランティアに一 9任して下さ 1沿
8・ 助物に噛まれないように。犬、猫の違いを心掛けて下さい。
9▼ E射病予防のため、夏期は散歩を控えています。

10・ 勁物を逃がさないように（預かりも居ます） c もし逃げたら、すぐに助けを求めて下さい。
11 扉は犬が逃げに（い楕造になっています。開けたら必ず締めて下さい
12 各ボランティアは、互いに協力し合って良い成果が上がろように御尽力ください3

ポランティア組織は皆さんの気持ちで動いていますロボランティアの活動の源は、皆さんの
善窓であり、後に続く人々や一般市民から見て、素哨らしい手本となるように努力しましょう。
そして神戸の動物救護廊設に来て良かったと思えるように一人一人がボランティアの宅旨につ
いてよく考えて活動しましょう n

注逹

1 体調の悪い方は、無理をせず享務所まで申し出て下さい，
2. 当施設は保安上の観点から,,,限を 5時30分としていますので、それ以後の旅設の出入りを
禁止しますn 又、参加者個人の身熊9な振る肴いが、全体の円滑な活動の妨げとなる場合は、
お引き取り頂く場合もありますので、予めこ•r承下さい。消灯は 12 時です。

3.電話は、動物管理センター横の緑のカード電話を利用して下さいn 急用の場合、事務所まで
ご連絡下さい。夜間は、専属ポランティアの方に相談して連絡をとって下さい。

4.けがをされた場合は、必ず本部受付まで申し出て Fさい。

神戸市北区動物救護センター
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獣医師ボランティアの方へ 951004 

はじめに
御多Itの中、当施設への御協力誠に有り難う御序います＾

勅吻は犬猫が宅で、迷子の他、一時預かりも居ります。逃亡にはくれぐれも御注意下さい。
当旅設は神戸市猷医師会と神戸市との協力の下、神戸市動物管理センター敷地内に設惜してお

り、 1月からはヒニールハウス、 5月よりこのプレハプ合で被災犬猫遠を保護して参りました。
動物の入舎の際には、被災者の飼育動物である車を確認するなどの診査を行っています。

このセンター¢]での診療は旅設内保護動物の救済、性康維持のための獣医療であり、この施設
近隣の市民に対して熊料診療を行うものではありませんe

また、雁設内では疾病の苔廷を防ぐため消毒汚染に対して特に留意しております，
各先生方にも、ご協力頂けますよう、お願いいたします。

御ず伝いして戴きたい業務
l，初診ならびに継続治療、検査など
2 午前 10時からは、約 2時閻かけて動物舎の絵餌哨掃を行います。動物令内でポランティア
達の活動に御協力を頂きながら、各勤物の登康状態の観察をお願いいたします。

動物に不調があろ場合、ボランティアから依頼がありますので相談に応じて頂き、応急「仔
が必要な培合は、逼宜治療ならぴに記紐をお髄い致しますc 杓容については'9後 1時以怖の診
察の際に御知らせ下さい。現場に詳しい獣医師は午後から参加します。

緊急に獣医師の手か必翌な場合は、専属ボランティアにお申し出下さい担当獣医師に連絡
が入り次第、対応いたします口

3，午後 12時から 1時まで昼食休憩
4，午後1時30分から当界の神戸市獣医師会獣医師と供1こ侮病動物の診察、紺貌治療など

継続治療については、市田救護センター所長、佐々木猷医師にお尋ね下さい。
日帰りでこ＇参加の先生方には、午後 4時頃に終rして頂いて結構ですu

5 宿泊される獣医師は、専属ポランティアに宿泊その他のの旅設について説明をお晏99下さい。
また夜間でも、必要とあれば治療および診察を御願いします。

6 里親、新規預かりの対応については、混乱を避けるためなるぺく神戸市獣医師会か、福祉協
会、専属ポランティアにお任せ下さいワ

7，治療内容はカルテに記戟し、翌日に引き継げるように願いますn

そのほかの留意点
］，各ボランティア獣炭師は、互いに協力し合って良い成果が上がるようにご尽力いただけます
ことを御願いいたします，9

2・ 一般ポランティアの活劫に適当でない行動が有れば、ボランティアの主旨に沿うように適宜
ご指導戴けると幸いです，

3 当旅段は保安上の観点から、 1'り限が5時30分ですので、それ以後の当施設の出入りはご遠
慮下さい。梢灯は 12時です。

4,緊急連絡をとりたい方は、事務所までご連絡下さい。夜間は、動物管理センターの前にある
「緑の公衆雹話」を御利用下さいr

そのほかのお願い
1▲けがをされた場合は、遠慮なさらずに、必ず本部受付まで中し出て下さい。
2 動物は犬猫が主ですが、迷子の他、一時預かりも居りますので逃亡にはくれぐれも御注窓下

さい。
扉や窓の開閉の際、逃げている動物が居ないか、戸締まりが出米ているかご確認卜さい。

3 Tシャツやシールなどの支援グッズも用意しておりますn 義援金を兼ねて御買い求め頂けま
すと幸いです。
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宿泊ボランティアのみなさまへ

宿泊を希望されたかたは下記の事瑣をお守りください

l 施設の外に出られます場合は必ず事務所に届け出て下さい

2 特に午後7時以降に緊急の用件以外の外出を無届けでされた場合には以後の宿泊を

認めません

3・ 届けた上での外出であっても帰所時間が午後］ 0時以降になれば特別の理由と連絡

がなければ無断外泊として以後の席泊をお断りいたします

お互いに気持ち良く過ごして預くために規律を守ることにご協力をお願いいたします

日帰り（宿泊をされない方）ポランティアの皆様へ

H帰り半／上をしてlll（場合にはできるだけお弁当をご持参ください，やむを得ずこ持参

が無理であれば、朝事務所にお知らせください

晴りホランティアの方で臨時に布泊される劣合にも1届けてくださいn なお、この場合

にも規則は適応されますのでこ憎知おきください

垢出者氏名

外出及び宿泊 El

外出宿泊届 NO  

所属団体又は派遣者名

月 1]午削・午後＿ ~一_;;--__ _ij_＿゚＿＿g午9,J．午後 1待 分
．~・

行き先場所
-------`―---＿辿絡先咆話 （ ） ~------

同行者氏名 ------~- -----—--• ー・ー•
受付年月日 年------．真 E 受付者氏名--—~ 
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収 入 の 蓼． 擾 金 221,347,563 

鑢 収 入 34S, 267 

仮 受 金 283,953 

ー326ー

計 221,976,783 

＾ ロ

計 221,976,783 

兵庫県痢部地震動物救援本部鶴颯金収支一覧衷

支 出 の 響 ＊ 聾 神 戸 == 
給 輯 12,034,550 3,424,070 3,806,640 4,803,840 

その債 霧 用費 14,719,586 1,623,619 5,687,765 7,350,997 

鴫 材 料 費 5,562,720 3,469,796 2,092,924 

医薬材斜費 3,912,224 2,232,651 1,679,573 

遍信運置費 2,415,853 1,243,699 678,714 493,440 

燃 腎 費 444,223 22,655 221,844 199,724 

光 熱 ＊ 費 1,066,844 1,066,844 

工事讀負 費 80,298,499 38,658,050 41,364,449 

●品●入 費 9,222,989 225,158 1,492,358 7,332,433 

使用覇llJ賃信料 3,833,239 1,017,316 1,993,022 822,901 

保 険・ 料 441,000 282,900 158,100 

劃 金 100,000 100.000 

算 費 57,510 2,460 43,550 11,500 

治 療 費 253,378 109,090 144,288 

修 繕 費 62,335 62,335 

公 租 公． 13,100 13,100 

シンポジウム費 500,000 500,000 

助 成 金 1,240,000 1,240,000 

仮 払 金 1,369,900 1,369,900 

計 137,547,950 10,951,777 58,627,015 67,462,913 

讐遍預金残高 13,526,702 II. 704,643 847,172 974,887 

定 期預 金 70,000,000 70,000,000 

舅便預金残高' 902,131 902,131 

＾ ロ

計 221,976,783 93,558,551 59,474,187 68,437,800 

田

平成 7年9月30日

皐位：円

その健のtitン9-

57,205 

276,000 

173,040 

506,245 

506,245 ： 



平成 7年9月 30日

工事誼負費の内訳

単位："

三田助物救護センク巳一 14,860,000 センクー造成工事 3. s 

1,622,250 ブレJヽ プ犬舎 3.6入橋

267,000 水道工事一式 3. 6 

Z,536,890 ポランティア）レーム 3. 2 2 

694,220 鯵鑽• 4. a 

1,751,000 プレハプ 2棟（犬舎） 4. l 7 

i60, 3 t 1 換気爾取付工事 •. 8 

166,489 パイプハウス 8. a I 

11,66Z,765 祁ガ式犬舎の増簗工事 8. 3 1 

I, 779, 57Z 生活徘＊工事 8.31 

5,312,091 土砂艤れによる法団工事 B,31 

451,861 管還棟 1)ース幅 8. 31 

41,364,449 

神戸動物救讚センクー 26,000,000 動物救護センター工事 5.15 

4,240,000 動物彙護センクー工事追加分5.25

1, 7 1 3, 920 仮設31'”け111鶉會空鯛工事 6,11 

1 B3, 698 コンテナハウス電爾工事 6.21 

4 1 2, 000 空調工事 7, 11 

999,100 嫌畢骰置 7.17 

1,940,932 補足工事 ?．1 7 

288,400 電灯、クーラー，電蘭工事 7. l 1 

978, 5-00 変圧曇設置工事 8.31 

l, 854, 000 仮設ブレハプ空鯛工事 8,31 

37,50D 神戸会計噸告分

38,656,050 

•~329-



備品購入費の内訳

単位：円

本 部 事 務 局 149,968 電話設置料 5583,5584 

75,190 冷蔵庫

225,156 

三田動物救護センクー 700,400 猫 舎 2棟 2.2 

442,900 猫 舎 2.22 

370,800 医務室

211,160 テレビ他

435,690 パリケン

100,509 公衆電話設置料 5901 

77,044 冷温ポトル

1,050,600 エアコン設置

393,262 金痙~乾燥機他

1,390,500 三菱エアコン 3台

1,153,750 ＂ 
406,448 エアコン取付工事

589,370 三田会計報告分

7,332,433 

神戸動物救護センター 148,968 電話設置料 734-9324 • 93 25 

472,770 パリケン

1169,620 神戸会計報告分

1,492,358 

肇時伊丹救護センター 173,040 バリケン

合 計 9,222,989 

-398-



工事請負費の内訳

単位：円

臨時伊丹救護センター 276, 000 プレハプ犬舎 3,1 

合 計 80,298,499 

給料内訳

給 料 手 当 524,430 2月分 4名

＂ 
851,930 3月分 6名

＂ 
1,1⑲ ,000 4月分 8名

＂ 1,657,700 5月分 13名

＂ 
l, 88 2, 25 0 6月分 15名

＂ 1,882,250 7月分 15名

" 1,999,220 8月分 15名

99 2,136,770 9月分 17名

合 計 12,034,650 

仮払金内訳

単位：円

本 部 事 務 局 1,36g,900 シンポジウム経費他

合 計 l, 36 9, 9 0 0 

ー32}



助成金内訳

単位： F] 

神戸動物救護センター l, 24 0, 0 0 0 不妊手術助成金 1 5 4件

1,240,000 

-~-



印刷日新堂印刷株式会社

- -—-」
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